
一
頁

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
三
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全

衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
一
年
労
働
省
告
示
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

川
崎

二
郎

第
一
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
目
的
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
潜
在
的
危
険
性
を
低

減
す
る
」
を
「
防
止
を
図
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
条

と
す
る
。

第
四
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

事
業
場
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
体
系
的
か
つ
継
続
的
に

実
施
す
る
安
全
衛
生
管
理
に
係
る
一
連
の
自
主
的
活
動
に
関
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
て
、
生
産
管
理
等
事
業
実
施
に

係
る
管
理
と
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

イ

安
全
衛
生
に
関
す
る
方
針
（
以
下
「
安
全
衛
生
方
針
」
と
い
う
。
）
の
表
明



二
頁

ロ

危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置

ハ

安
全
衛
生
に
関
す
る
目
標
（
以
下
「
安
全
衛
生
目
標
」
と
い
う
。
）
の
設
定

ニ

安
全
衛
生
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
安
全
衛
生
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
、
実
施
、
評
価
及
び
改
善

第
四
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
が
適
切
に
実
施
さ
れ
、
及
び
運
用
さ
れ
て
」
を
「
に

従
っ
て
行
う
措
置
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
条
中
同
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
適
用
）

第
四
条

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
行
う
措
置
は
、
事
業
場
を
一
の
単
位
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
業
に
属
す
る
事
業
の
仕
事
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
仕
事
の
請
負

契
約
を
締
結
し
て
い
る
事
業
場
及
び
当
該
事
業
場
に
お
い
て
締
結
し
た
請
負
契
約
に
係
る
仕
事
を
行
う
事
業
場
を
併

せ
て
一
の
単
位
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
労
働
者
」
の
下
に
「
及
び
関
係
請
負
人
そ
の
他
の
関
係
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
に
は

」
を
「
は
、
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
を
示
す
も

の
で
あ
り
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
を
適
切
に
実
施
し
、
及
び
運
用
す
る
」
を
「
に
従
っ
て
行
う
措
置
を
適
切
に

実
施
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
労
働
安
全
衛
生
関
係
法
令
」
を
「
法
又
は
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を



三
頁

加
え
る
。

一

労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
。

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
削
る
。

第
九
条
中
「
及
び
安
全
衛
生
計
画
の
作
成
」
を
「
並
び
に
安
全
衛
生
計
画
の
作
成
、
実
施
、
評
価
及
び
改
善
」
に
、

「
安
全
衛
生
委
員
会
」
を
「
安
全
衛
生
委
員
会
等
（
安
全
衛
生
委
員
会
、
安
全
委
員
会
又
は
衛
生
委
員
会
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
十
条
を
削
る
。

第
十
一
条
中
「
を
適
正
に
実
施
し
、
及
び
運
用
す
る
」
を
「
に
従
っ
て
行
う
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
労
働
者
、
」
を
「
労
働
者
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
の
実
施
及
び
運
用
」
を
「
に
従
っ
て

行
う
措
置
の
実
施
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
を
削
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
作
成
し
、
」
の
下
に
「
第
五
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
」
を
、
「
シ
ス

テ
ム
監
査
を
」
の
下
に
「
適
切
に
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
の
実
施
及
び
運
用
」
を
「
に
従
っ
て
行
う
措
置
の
実

施
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
事
項
」
を
「
前
項
の
日
常
的
な
点



四
頁

検
及
び
改
善
並
び
に
次
条
の
調
査
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
労
働
災
害
発
生
原
因
の
調
査
等
）

第
十
六
条

事
業
者
は
、
労
働
災
害
、
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
原
因
の
調
査
並
び
に
問
題
点
の

把
握
及
び
改
善
を
実
施
す
る
手
順
を
定
め
る
と
と
も
に
、
労
働
災
害
、
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
手
順

に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
原
因
の
調
査
並
び
に
問
題
点
の
把
握
及
び
改
善
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
緊
急
事
態
が
生
ず
る
」
を
「
、
労
働
災
害
発
生
の
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
状
態
（
以
下
「
緊
急
事
態

」
と
い
う
。
）
が
生
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
明
文
化
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第

二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

シ
ス
テ
ム
各
級
管
理
者
の
役
割
、
責
任
及
び
権
限

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
九
条
（
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
条
第
一
項

、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
次
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
次
項
、
第
十
条
、

第
十
三
条
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に

次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
記
録
）



五
頁

第
九
条

事
業
者
は
、
安
全
衛
生
計
画
の
実
施
状
況
、
シ
ス
テ
ム
監
査
の
結
果
等
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
に
従
っ
て
行
う
措
置
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
保
管
す
る
も
の
と
す

る
。

（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
実
施
事
項
の
決
定
）

第
十
条

事
業
者
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
に
基
づ
く
指
針
に
従
っ
て
危
険
性
又
は
有
害
性
等
を
調
査
す
る
手

順
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
手
順
に
基
づ
き
、
危
険
性
又
は
有
害
性
等
を
調
査
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
、
事
業
場
安
全
衛
生
規
程
等
に
基
づ
き
実
施
す
べ
き
事
項
及
び
前
項
の

調
査
の
結
果
に
基
づ
き
労
働
者
の
危
険
又
は
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
決
定
す
る
手
順
を
定
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
手
順
に
基
づ
き
、
実
施
す
る
措
置
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
安
全
衛
生
目
標
の
設
定
）

第
十
一
条

事
業
者
は
、
安
全
衛
生
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
安
全
衛
生
目
標
を
設
定
し
、
当

該
目
標
に
お
い
て
一
定
期
間
に
達
成
す
べ
き
到
達
点
を
明
ら
か
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
目
標
を
労
働
者
及
び
関
係

請
負
人
そ
の
他
の
関
係
者
に
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
結
果

二

過
去
の
安
全
衛
生
目
標
の
達
成
状
況

（
安
全
衛
生
計
画
の
作
成
）



六
頁

第
十
二
条

事
業
者
は
、
安
全
衛
生
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
事
業
場
に
お
け
る
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
の
結

果
等
に
基
づ
き
、
一
定
の
期
間
を
限
り
、
安
全
衛
生
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

安
全
衛
生
計
画
は
、
安
全
衛
生
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
実
施
事
項
、
日
程
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
次
の
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
措
置
の
内
容
及
び
実
施
時
期
に
関
す
る
事
項

二

日
常
的
な
安
全
衛
生
活
動
の
実
施
に
関
す
る
事
項

三

安
全
衛
生
教
育
の
内
容
及
び
実
施
時
期
に
関
す
る
事
項

四

関
係
請
負
人
に
対
す
る
措
置
の
内
容
及
び
実
施
時
期
に
関
す
る
事
項

五

安
全
衛
生
計
画
の
期
間
に
関
す
る
事
項

六

安
全
衛
生
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項

（
安
全
衛
生
計
画
の
実
施
等
）

第
十
三
条

事
業
者
は
、
安
全
衛
生
計
画
を
適
切
か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
手
順
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
手
順
に

基
づ
き
、
安
全
衛
生
計
画
を
適
切
か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
安
全
衛
生
計
画
を
適
切
か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
労
働
者
及
び
関
係

請
負
人
そ
の
他
の
関
係
者
に
周
知
さ
せ
る
手
順
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
手
順
に
基
づ
き
、
安
全
衛
生
計
画
を
適

切
か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
こ
れ
ら
の
者
に
周
知
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。


